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本研究では、 教師や教職志望者が発達障害児 (者) をどのように認知するのかという ことが、 教師とその志望者の間で、
どのように異なるのか、 そして彼らのおいても差異が生じるのかという問題も併せて検討された。 そのために小 ・ 中 ・ 高校
の教員からなる教員群 (33名) と教職を目指す大学院生群 (53名) 、 及び教員養成大学の学部生群 (57名) が本研究に参加
した。 分析の結果、 これら3 群の間には、発達障害観に有意差がなく、 教員群がと他の2 群との間には、 顕著な差が無いこ
とがわかった。 また、発達障害観と支援行動には有意な正の相関関係が認められ、 発達障害観得点の高いものほど、発達支
援の行動を多く とる可能性が示唆された。 これらの結果について、 本研究では、 学校心理学の観点から考察が加えられた。 
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A School Psychological Study on the Dif ference of the Feeling of the 
Developmental Disorders among School Teachers, Graduate Students 
and Undergraduate Students 
Sayaka Kosugi, Kiyoshi Asakawa, and Megumi Murakami
( yogo mve sz of 「eac er ducaffon)
Yuki Kajiwara
( v oge Pr ecf ra ce of Cons ffzng for C z ren an f ami ly)
Saori Nonomura
(Matsue czty Elementary School) 
The present study was planned to investigate di fferent of the feeling of developmental disorder among three groups, that is, 
teachers, graduate students and undergraduate students. Thirty-three school teachers, Fi fty-three graduate students and fi fty-seven 
undergraduate students took part in the study, for the measurement of the feeling of the developmental disorders; Questionnaire 
of the feeling of developmental disorder (The FDD) was developed and used. And. The inventory of developmental support for 
the child with developmental disorders was used for measurement of their developmental support. Each participant was asked to 
respond to those questionnaires on 4-point scale. M ain findings were as follows;
1) Factor analysis indicated that The FDD consists of three major components, that is, Difficulty in social li fe、 growth capa- 
bi lities a ン necessity for understanding of disorder.
2) Two way ANOVAs revealed that none of significant di fference on the scores of Difficulty in social li fe and the growth ca- 
pabilities.
Those findings were discussed from point views of school psychology. 
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問題と目的
文部科学省によると、 近年、 特別支援学校や特別支援























「障害」 のイ メ ージがあまり しない子どもたちと される。 
しかし、自分が他の子と比べてできていないことが多く、
人から認めてもらう体験をすることが非常に少ない。 よっ








因の 2 つである。 教師はこの2 つの視点からバラ ンスよ
く子どもの困難性をカバーできる学級経営が求められる
と兵藤 (2011) は提言する。
浅川 ・ 長谷川 ・ 古川(2005) では、 学校環境での対人
的側面において級友とともに教師が重要な役割を果たす
と考え、AD/HD児の学校適応感への支援において、 教











した梶原 ・ 浅川 ・ 田中・ 福井(2012) によれば、 教師が
発達障害を有する児童に対して手厚く接しているとする
と、 他児童からは関わりが偏っているよう に見え、 結果
的に自分も同等に扱ってもらえているとの平等感を得ら



















となった。 ついで、 教職にあるもの、 教職を志すものが
どのよう な発達障害観を形成しているのかを、 教員養成









研究協力者 : 教員養成大学の学部生 54名 (男性 6名、
女性48名)、 教員志望の大学院生57名 (男性19名、 女性
38名) 及び教師33名 (男性19名、女性14名) の合計144 
名が本研究に研究協力者として参加した。 分析対象となっ
た全ての学部生 ・ 院生の全員が教職志望であった。
材料 : 2 種類の質問紙が使用された。 その一つは、 教
師用発達障害児観測定尺度であり、 他の一つは、 発達支
援行動目録であった。 前者は、 梶原他(2012) が開発し
た尺度に加え、研究開始前に教師15名に対して、 発達障
害を有する児童 ・ 生徒の特徴はどのよう なものであるか
と尋ねた質問への回答が整理され、 梶原他の尺度 (18項






れ、 使用された。 なお、 この尺度については、 孤杉 ・ 浅
川 (2013) によって3 因子構造 (第 1 因子 : 個別指導計
画の作成、 第2 因子青 3 因子 : 学習環境の整備) である
ことが明らかであった。
要因計画 : 3 (職種群) x 2 (性) の2要因計画が用
いられた。
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て、教師の受け止め方(認知) について因子分析 (主因
子解 プロマックス回転) が実施された。 その結果は表
1 に示すとおりであり、固有値や固有値の減衰状況から、
解釈可能な 3 因子が抽出され、 第1 因子については、
「社会的生活の難しさ」、 第2 因子は、「成長可能性」、 さ
らに第3 因子は、 発達障害理解の必要性。 と命名された。
次に、 3 群別、 性別の平均値とs.D. を整理したもの
が、 表2 である。 この表に基づき、発達障害を有する児
童・ 生徒への認知の各下位得点を従属変数とする2 x 3 
の二要因分散分析が実施された。 
表 1 発達障害を有する児童 ・ 生徒に対する教師の認知尺度の因子分析結果
















36 他者の理解が得にく く、対人関係がうまく とれない。
8 見てわかりにくい子に対しては、 支援の対応が難しい。
第 2 因子 成長可能性




















































































































































































































































































































































































































































































































表 2 各群における下位尺度得点の平均値 (S.D. )




男N= 6 23.50(4.23) 29.00(6.72) 
女 N= 48 26.46(4.97) 36.08(6.47) 
男N= 19 25.53(6.60) 34.68(5.67) 
女N= 38 28.32(5.53) 35.26(7.47) 
男 N= 19 28.05(6.88) 34.74(8.67) 
















 次に、 表2 に基き、各下位尺度得点を従属変数として、
2 要因分散分析を実施したところ、 社会的生活の困難さ
に関しては、 有意な性の主効果 (F(,,,38) = 8.64, P< .10) 
が認められた。 また、 成長可能性に関しても同様の分析
を行ったとこ ろ、 有意な主効果は見出されなかったが、
性と職種群との交互作用が有意であった (F(2,,38) = 2.59. 
P< /10.)。 この内容は、 学部生群と教員群においては、
女性が有意に男性より高得点を示すが、 院生群では。 そ
のような顕著な性差が生じていないことを示すものであっ
た。 さらに、 女性群では、 学部生群= 院生群< 教員群と















研究も近年見られるよう になってきた(例えば、 岡: 
2010)。 発達障害を有する児童・ 生徒に対しては、 発達
障害者支援法の制定以降、 理解が進んでいることと併せ













































そう とするところがあるとおもわれるが、 これは、 特別
支援教育を実践することの副次的な効果かもしれない。 
さらに、男性に比べて一般的に女性群が共感性は高いと
いわれる (たとえば、 浅川 ・ 松岡. 1987) が、 そのよう
であるならば、 この結果は、 教室にいる児発達障害を有
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行動を取る可能性が示唆された。 このことは、 発達障害




とがその理由の一つであろう。 したがって、 本結果の一 
般化を行う ためには慎重さが必要であろう。
社会的な生活を送るうえでの困難さの分析結果によれ
ば、 現職教員群と学部生 ・ 院生群との間に明確な差異が
ないことが明らかになった。
成長可能性においては、 既に述べたよう に、 女性群に
おいて、 学部生や院生群に比べて教師群が高い値を示し
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